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１．カメラの総出荷 
 
  平成１５年はイラク戦争及び新型肺炎ＳＡＲＳの流行という消費環境にとって悪材料の勃発で幕

開けとなり、年央からは円高、ドル安が進行したものの世界経済は大きな変動なく推移した。こう

した情勢の中、カメラ産業については欧米で急速な銀塩カメラからデジタルカメラへのシフトが起

こり欧州を主導とするデジタルカメラの需要は旺盛なものがあり、順調な伸びを得ることができた。 
  平成１６年も、前年度に引き続きイラクの戦後処理の長期化、地域的に拡大するテロ懸念など大

きな不安要因を抱えているものの、デジタル化の波は継続し、日本で薄型テレビ、ＤＶＤレコーダ

ーと共に“新３種の神器”となった如くにデジタルカメラへのシフトは世界的に拡大して行くもの

と考えられる。 
こうした状況下で平成１６年のカメラ全体の出荷を以下のように見通した。 
国内・海外両市場を合わせた平成１５年のカメラの総出荷は数量ベースで前年比２３．８％増の

約５，９７１万台となったことを受け、平成１６年は、この成長を継続し前年比２０．８％増の   

約７，２０３万台と見通した。 
そのうち、銀塩カメラの平成１５年実績は減少率が大きく前年比３１．１％減の約１，６３０万

台であったことから、平成１６年もこの傾向が続くものとみて、同３１．７％減の約１，１１３万

台と見通した。その内訳は国内が前年比４１．５％減の約６７万台、海外が同３０．９％減の    

約１，０４６万台である。 
一方、デジタルカメラについては、平成１５年の実績は前年比７６．８％増の約４，３４１万台

となったことから、平成１６年は益々、デジタルシフトが進行し、一層の普及率のＵＰも予想され

前年比４０．３％増の約６，０９０万台となるものと見通した。その内訳は国内が同１１．６％増

の約９４２万台、海外が同４７．２％増の約５，１４８万台である。 
 
２．機種別出荷 
 
１）ＦＰカメラ 
  ＦＰカメラ（ほとんどが一眼レフカメラ）は昨年までは減少する銀塩カメラの需要の中で、安定

した数量を保っていたが、平成１５年になってデジタルカメラの高画質化やデジタル一眼の低価格

化の影響を受け、前年比３０．８％減の約２３５万台であった。 
この傾向は今後も継続すると予想され、平成１６年の総出荷は前年比３１％減の約１６２万台と

なるものと見通した。そのうち、国内出荷は同３６．７％減の約１５万台、輸出は同３０．１％減

の約１４８万台とした。 
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２）ＬＳカメラ 
 デジタルカメラが想像以上に需要拡大した影響を受け平成１５年の総出荷は前年比３１．２％減

の約１，３９３万台となった。平成１６年もこの傾向が加速されるものと予想され、同３１．８％

減の約９５０万台となるものと見通した。そのうち、国内出荷は同４２．９％減の約５２万台、   

輸出は同３１．１％減の約８９８万台とした。 
 
３）デジタルカメラ 

平成１５年のデジタルカメラ総出荷は前年比約１，８８６万台増の約４，３４１万台（前年比７６．

８％増）となり、デジタルカメラ市場は急激に拡大した。 

平成１６年は前年比約１，７４９万台増の約６，０９０万台（前年比４０．３％増）となり、伸

び率は鈍化するものの数量的には引き続き急拡大するものと見通した。そのうち、国内出荷は買替

え需要の比率が増加するため普及率の伸びは鈍化し、同１１．６％増の約９４２万台、輸出につい

ては、アメリカ市場の伸び率はやや鈍化が見え始めるものの、引き続き欧州、その他地域の拡大が

期待されるものと想定し、同４７．２％増の約５，１４８万台とした。 

以上 
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総出荷 単位：千台

平成１３年実績 平成１４年実績 平成１5年実績 前年比(%) 平成１6年予測 前年比(%)
35mm以下のFP 3,634 3,390 2,347 69.2 1,620 69.0
35mm以下のLS 23,928 20,237 13,932 68.8 9,500 68.2
中大判カメラ 37 34 18 53.7 12 66.7
銀塩カメラ　計 27,599 23,660 16,297 68.9 11,132 68.3
デジタルカメラ 14,753 24,551 43,408 176.8 60,900 140.3
カメラ合計 42,352 48,211 59,705 123.8 72,032 120.8

SLR用交換レンズ 5,630 5,196 4,705 90.6 4,245 90.2

国内出荷

平成１３年実績 平成１４年実績 平成１5年実績 前年比(%) 平成１6年予測 前年比(%)
35mm以下のFP 555 408 237 58.1 150 63.3
35mm以下のLS 2,448 1,822 902 49.5 515 57.1
中大判カメラ 15 12 8 66.7 5 62.5
銀塩カメラ　計 3,018 2,242 1,146 51.1 670 58.5
デジタルカメラ 4,831 6,550 8,439 128.8 9,420 111.6
カメラ合計 7,849 8,792 9,585 109.0 10,090 105.3

SLR用交換レンズ 1,146 865 717 82.9 620 86.5

輸出

平成１３年実績 平成１４年実績 平成１5年実績 前年比(%) 平成１6年予測 前年比(%)
35mm以下のFP 3,079 2,982 2,110 70.8 1,475 69.9
35mm以下のLS 21,480 18,414 13,030 70.8 8,980 68.9
中大判カメラ 22 22 10 45.5 7 70.0
銀塩カメラ　計 24,581 21,418 15,150 70.7 10,462 69.1
デジタルカメラ 9,922 18,001 34,969 194.3 51,475 147.2
カメラ合計 34,503 39,419 50,119 127.1 61,937 123.6

SLR用交換レンズ 4,483 4,331 3,988 92.1 3,625 90.9

注：数値のうち四捨五入により計算の合わないものがある。　　　
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